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１ 

多
肥
の
地
名 

多
肥
地
区
は
高
松
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
ま
す
。
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
古
代
に
大
和
朝
廷
の
直
轄
領
で
あ
る
屯
倉

み

や

け

が

置
か
れ
、
そ
の
耕
作
農
民
で
あ
る
田
部

た

べ

が
存
在
し
た
こ
と
に
よ
り
、
田
部
が
多
配

た

へ

に
、
さ
ら
に
多
肥

た

ひ

に
転
化
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
古
代
に
お
い
て
は
、「
和
名
類
従
抄

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

」
に
お
い
て
「
多
配
郷
」
と
あ
り
、
香
川
郡
十
二
郷
の
一
つ
で
す
。 

中
世
に
お
い
て
も
「
多
配
郷
」
の
記
録
が
散
見
で
き
ま
す
が
、
江
戸
時
代
初
期
で
は
香
川
郡
東
の
多
肥
村
に
該
当
し
ま
す
。『
寛
永

十
七
年
（
一
六
四
〇
）
生
駒
氏
惣
高
覚
帳
』
に
よ
る
と
、
村
の
石
高
は
千
三
百
五
十
二
石
で
、
近
在
の
村
々
の
中
で
も
際
立
っ
て
多

く
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
高
松
松
平
家
の
治
世
に
な
る
頃
、
上
多
肥
村
・
下
多
肥
村
の
二
ヶ
村
に
分
村
さ
れ
ま
し
た
。 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
は
上
多
肥
村
・
下
多
肥
村
の
二
ヶ
村
と
出
作
村
の
一
部
が
合
併
し
多
肥
村
と
な
り
、
旧
村
名
を

継
承
し
た
三
大
字
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
高
松
市
と
合
併
し
、
大
字
は
そ
れ
ぞ
れ
多
肥
上
町
、
多

肥
下
町
、
出
作
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

船
頭

ふ

な

と

神
社 

 

『
香
川
県
神
社
誌
』
に
よ
る
と
、
櫻
木
神
社
の
境
外
末
社
で
、
祭
神
は
塞 さ

い

の
神
、
境
内
坪
数
六
坪
、
崇
敬
人
員
百
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。
古
老
の
話
で
は
、「
お
な
か
さ
ん
」
と
呼
ん
で
、
八
月
二
十
一
日
を
例
祭
と
し
て
い
ま
す
。
塞
の
神
と
は
、
村
の
境
に
あ
っ
て
、
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他
か
ら
侵
入
す
る
も
の
を
防
ぐ
神
で
、
岐

ふ
な
ど

の
神
と
同
じ
神
と
さ
れ
、
岐
を
船
頭
と
書
く
よ
う

に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
道
祖
神
の
原
型
の
一
つ
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
地
域
で
は
、
付
近
で
火
事
が
起
き
て
も
大
事
に
至
ら
ず
直
ち
に
消
火
で
き
た
こ
と
か
ら
、

火
災
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
神
と
し
て
崇
敬
し
て
い
ま
す
。 

昔
は
お
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
神
社
前
の
道
の
南
北
約
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
、
氏

子
が
作
る
凝
っ
た
飾
り
人
形
な
ど
が
並
び
、
夜
は
今
で
い
う
寸
劇
に
相
当
す
る
「
に
わ
か
」

や
漫
才
も
催
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

３ 

高
木
城
跡
と
乃
生
氏
（
喜
多
家
） 

現
在
は
住
宅
街
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
多
肥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
百
メ
ー
ト

ル
東
側
の
東
西
方
向
の
市
道
の
南
側
隣
接
地
で
、
か
つ
て
土
塀
で
囲
わ
れ
た
「
し
ろ
」
の
屋

号
を
持
つ
宮
本
家
の
邸
宅
が
あ
っ
た
場
所
（
東
西
四
十
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
五
十
メ
ー
ト
ル

程
度
）
が
、
多
肥
を
領
地
と
し
た
乃
生

の

う

氏
の
居
城
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
城
の
詳
細
は
不

明
で
す
が
、
城
に
関
す
る
地
名
と
し
て
は
、
北
東
方
向
に
祠
や
五
輪
塔
を
寄
せ
集
め
た
「
城

写真２ 城の神さん 写真１ 船頭神社 
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の
神
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
肥
小
学
校
の

北
側
一
帯
が
「
北
門
掛
か
り
の
た
ん
ぼ
」
と
呼
ば
れ
、
北
門
に
は
乃
生

氏
の
家
宰
で
あ
る
行
司

ぎ
ょ
う
じ

市
正

い
ち
の
か
み

の
居
宅
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
「
お

茶
荒
神
」
が
あ
る
場
所
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
域
が
そ
こ
ま
で
広

い
と
は
考
え
に
く
い
で
す
が
、
古
い
地
籍
図
を
見
る
と
、「
城
の
神
さ

ん
」
か
ら
西
に
向
か
っ
て
、
さ
ら
に
南
へ
折
れ
る
細
長
い
地
割
が
見

ら
れ
、
城
を
囲
む
堀
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
辺

り
ま
で
が
城
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

城
主
の
乃
生
氏
は
阿
野
北
条
郡
高
屋
郷
神
谷

か
ん
だ
に

に
住
む
神
谷
兵
庫

忠
資

た
だ
す
け

か
ら
始
ま
る
家
系
で
す
。
忠
資
は
細
川
氏
に
仕
え
、
戦
功
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
乃
生
・
木
沢
（
現
在
の
坂
出
市
王
越
町
）
の
二
ヶ
村
を
賜
り
、
乃
生
の
西
山
城
を
居
城
と
し
、
乃
生
氏
を
名
乗
る

よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
多
肥
郷
（
生
駒
期
に
は
千
三
百
五
十
二
石
）
が
加
増
さ
れ
ま
し
た
。
本
領
の
乃
生
・
木

沢
の
両
村
は
平
地
が
少
な
く
石
高
も
低
い
土
地
（
生
駒
期
に
は
乃
生
二
百
三
十
五
石
、
木
沢
百
五
十
石
余
）
で
す
が
、
備
讃
瀬
戸
を

望
む
地
に
あ
り
、
海
上
へ
勢
力
を
強
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
忠
資
の
長
男
の
縫
殿
助
忠
雄
が
香
西
氏
の
船
大
将
と
な
り
、
次
男

の
孫
兵
衛
忠
高
が
家
督
を
継
ぎ
ま
し
た
。『
南
海
通
記
』
に
よ
る
と
、
香
西
氏
の
船
大
将
は
乃
生
縫
殿
助
、
植
松
右
近
、
そ
の
下
に
乃

図１ 高木城跡周辺地籍図 

（香川県教育委員会 2003より抜粋） 
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生
孫
兵
衛
、
池
見
太
郎
兵
衛
、
渡
辺
市
之
丞
、
渡
辺
三
之
丞
が
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
乃
生
氏
は
香
西
氏
の
水
軍
の
中
核
を

な
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
縫
殿
助
の
家
系
（
忠
雄
の
後
、
重
春
、
忠
重
と
続
く
）
は
、
香
西
氏
の
滅
亡
後
、
讃
岐
の
領

主
と
な
っ
た
生
駒
親
正
に
召
し
出
さ
れ
、
船
大
将
と
し
て
千
五
百
石
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
次
男
の
忠
高
の
家
系
は
、
覚
兵
衛
忠
義
を
経
て
孫
兵
衛
元
忠
の
時
に
乃
生
に
あ
っ
た
六
字
明
王
像
を
伴
っ
て
多
肥
に
居
城

を
移
し
て
い
ま
す
（
多
肥
乃
生
氏
・
初
代
元
忠
）。
多
肥
乃
生
氏
は
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
領
地
を
失
い
帰
農
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
、『
桜
井
八
幡
由
来
記
』
に
は
、
十
河
存
保
と
よ
し
み
を
通
じ
、
香
西
氏
と
戦
い
、
滅
ぼ
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、

詳
細
は
不
明
で
す
。

子
孫
は
多
肥
に
住

み
、
文
禄
三
年
（
一

五
九
四
）
に
六
字
明

王
を
祀
っ
た
観
音

堂
を
創
建
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
観

音
堂
は
二
代
与
左

衛
門
頼
景
に
よ
っ

図２ 喜多家系図 

（多肥郷土史編集委員会 1981より抜粋） 
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て
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
現
在
地
に
再
建
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
四
代
十
兵
衛
元
光
の
時
に
、
家
運
の
繁
栄
を
期
待
し
、

乃
生
氏
を
喜
多
氏
と
改
め
、
先
祖
伝
来
の
観
音
堂
の
北
に
家
を
移
し
て
い
ま
す
。 

五
代
小
右
衛
門
元
長
の
後
、
次
男
の
甚
六
（
六
代
）
が
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
断
絶
し
た
た
め
、
向
井
（
観
音
堂
の
南
西
）
に
分

家
し
て
い
た
長
男
の
武
兵
衛
元
良
（
七
代
）
が
観
音
堂
の
法
要
や
先
祖
の
供
養
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
代
傳
六
政
忠
に
な

る
と
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
上
多
肥
の
庄
屋
と
な
り
、
飢
饉
の
際
に
扶
持
米
を
供
与
す
る
な
ど
、
救
済
に
努
め
て
い
ま
す
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
喜
多
家
で
初
め
て
香
川
郡
東
の
大
庄
屋
と
な
る
と
と
も
に
、
前
後
し
て
上
多
肥
に
加
え
、
鹿
角
、
下
多

肥
、
東
谷
の
庄
屋
も
兼
務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幕
末
ま
で
代
々
大
庄
屋
を
務
め
ま
し
た
が
、
特
に
、
十
一
代
十
太
郎
政
德
は
、
衰

退
し
て
い
た
観
音
堂
の
復
興
を
計
画
し
た
父
に
代
わ
り
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に

百
五
十
両
余
の
資
金
で
、
本
堂
、
食
堂
、
南
北
両
門
を
新
築
し
ま
し
た
。 

 

４ 

西
蓮
寺

さ
い
れ
ん
じ

墓
地 

現
在
、
旧
状
は
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
向
井
の
喜
多
家
の
南
西
に
櫻
木
神
社
の
別

当
寺
西
蓮
寺
の
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
歴
代
住
僧
の
無
縫
塔

む
ほ
う
と
う

が
建
ち
並
ぶ
中
、
豊
島
石
製

増澄の墓 

写真３ 西蓮寺墓地 
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の
五
輪
塔
や
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
に
観
音
堂
を
復
興
し
た
増
澄

ぞ
う
ち
ょ
う

の
墓
な
ど
が
目
立
ち
ま
す
。 

 
５ 
香
東
川
の
旧
河
道
と
多
肥
地
区
の
出
水

で

す

い 

讃
岐
で
は
早
く
か
ら
た
め
池
を
造
築
し
て
水
不
足
を
解
消
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
多
肥
地
区
周
辺
で
は
、
出
水
と
呼
ば

れ
る
自
噴
地
下
水
脈
の
利
用
が
盛
ん
で
、
両
者
を
併
用
し
た
特
徴
的
な
配
水
網
と
厳
格
な
水
利
慣
行
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
の
香
川
用
水
の
通
水
に
よ
っ
て
、
、
農
業
用
水
の
確
保
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
た
反
面
、
地
元
水
源
を
核
と

し
た
水
利
慣
行
が
急
速
に
消
滅
す
る
と
と
も
に
、
た
め
池
や
出
水
の
水
源
自
体
も
そ
の
役
割
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

高
松
平
野
は
、
讃
岐
山
脈
よ
り
流
れ
出
た
諸
河
川
が
運
ん
だ
土
砂
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で
す
。
西
か
ら
本
津
川
、
香

東
川
、
御
坊
川
、
詰
田
川
、
春
日
川
、
新
川
と
い
っ
た
河
川
が
北
流
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
香
東
川
が
平
野
の
形
成
に
大
き
な

影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
お
り
、
現
存
の
春
日
川
以
西
が
香
東
川
に
よ
る
沖
積
平
野
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
石
清
尾
山
塊
の
西
側

を
直
線
状
に
北
流
す
る
香
東
川
は
、
十
七
世
紀
初
め
に
西
嶋
八
兵
衛
に
よ
り
流
路
が
一
本
化
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
に
は
現
在

の
香
川
町
大
野
付
近
か
ら
東
へ
分
岐
し
た
後
、
平
野
中
央
部
を
東
北
流
す
る
も
う
一
本
の
主
流
路
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の

御
坊
川
が
香
東
川
流
路
一
本
化
直
前
の
主
流
路
で
す
が
、
流
路
は
時
代
と
と
も
に
西
側
へ
移
っ
て
お
り
、
弥
生
時
代
頃
に
は
多
肥
周

辺
に
旧
河
道
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
が
微
地
形
や
発
掘
調
査
成
果
か
ら
判
明
し
て
い
ま
す
。
高
松
平
野
を
流
れ
る
諸
河
川
の
中
流
域 
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図
３

 
弥
生
時
代
の
旧
河
道
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は
伏
流
し
、
表
層
は
涸
れ
川
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

旧
河
道
は
そ
の
伏
流
水
の
通
り
道
と
も
な
っ
て
お

り
、
地
下
水
位
が
高
く
な
り
、
自
噴
地
下
水
脈
で
あ

る
出
水
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
探
訪
地
の
周

辺
で
は
、
肥
間

ひ

ま

川
が
旧
河
道
の
名
残
で
、
櫻
木
神
社

付
近
か
ら
北
東
方
向
へ
、
下
池
、
長
池
、
大
池
を
結

ぶ
流
路
や
、
桜
井
高
校
の
中
央
を
北
流
す
る
流
路
な

ど
、
数
本
の
旧
河
道
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
沿

っ
て
内
里

う

ち

り

出
水
、
新
出
水
、
お
椀
出
水
、
肥
間
川
出

水
、
栗
木

く
り
の
き

（
波
羅
井

は

ら

い

）
出
水
、
平
井
出
水
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
出
水
は
多
肥
地
区
の
水
源
に
な
っ
て

い
る
出
水
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
こ
の
う
ち
平
井
出

水
は
、
多
肥
に
あ
り
な
が
ら
郡
境
を
越
え
た
山
田
郡

下
林
村
の
用
水
源
に
な
っ
て
お
り
、
山
田
郡
の
管
轄

写真４ 内里出水 写真５ 新出水 

写真６ 栗木出水 写真７ 平井出水 
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下
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
形
の
関
係
で
、
平
井
出
水
よ
り

も
上
方
に
あ
る
多
肥
の
用
水
源
で
あ
る
肥
間
川
出
水
、
栗
木
（
波
羅
井
）

出
水
の
水
は
、
伏
流
し
て
平
井
出
水
に
吹
き
出
る
た
め
、
平
井
出
水
や
水

路
を
浚
え
る
と
、
多
肥
の
出
水
の
水
量
に
影
響
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

多
肥
の
百
姓
に
と
っ
て
は
、
自
分
た
ち
の
用
水
が
必
要
以
上
に
下
林
村
に

奪
わ
れ
る
の
を
黙
っ
て
見
て
い
る
こ
と
は
で
き
ず
、
山
田
郡
の
普
請
方
で

行
う
毎
年
の
用
水
路
浚
え
、
平
井
出
水
浚
え
の
度
に
、
山
田
郡
と
香
川
郡

の
間
で
水
利
紛
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

６ 

野
郷

の

ご

う

神
社 

櫻
木
神
社
の
境
外
末
社
で
祭
神
は
不
明
で
す
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

の
西
蓮
寺
社
僧
の
記
録
で
は
、
祭
日
は
九
月
二
十
三
日
（
旧
暦
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
十
月
十
一
日
が
祭
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

写真８ 野郷神社 
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７ 

円
成
庵

え
ん
じ
ょ
う
あ
ん

（
観
音
堂
）
と
香
川
県
指
定
有
形
文
化
財
木
造
六
字
明
王
立

像

り
ゅ
う
ぞ
う 

昔
か
ら
「
多
肥
の
観
音
さ
ん
」
と
し
て
地
元
の
人
に
親
し
ま
れ
、
そ
の
の
容
姿
か
ら
「
片
足
観
音
」、「
六
手
観
音
」
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、
仏
像
の
異
様
な
姿
か
ら
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
崇
拝
し
て
き
ま
し
た
。「
六
字
明
王
」
と
も
呼
ば
れ
、
観
音
堂
を
「
六
字
明
王

堂
」
と
も
呼
ん
で
き
ま
し
た
。 

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
の
序
文
を
有
す
る
『
翁
媼

お

お

う

夜
話

や

わ

』
に
は
、
神
谷
兵
庫
忠
資

た
だ
す
け

が
細
川
氏
に
属
し
功
を
あ
げ
、
乃
生
・
木
沢

（
坂
出
市
王
越
町
）
を
与
え
ら
れ
乃
生
氏
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
代
々
、
六
字
明
王
を
尊
信
し
安
置
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
多
肥

郷
を
加
増
さ
れ
、
曾
孫
の
孫
兵
衛
元
忠
の
代
に
多
肥
に
移
り
城
を
構
え
、
六
字
明
王
も
祀
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
乃
生
氏
は
天
正
年
間

（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
領
地
を
失
い
、
子
孫
は
四
代
十
兵
衛
の
時
に
、
乃
生
氏
か
ら
喜
多
氏
と
改
め
、
六
字
明
王
を
護
持
し
続
け

ま
し
た
。
観
音
堂
の
創
建
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
で
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
の
再
建
時
に
現
在
地
に
建
て
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
観
音
堂
の
庵
号
「
円
成
庵
」
は
創
建
時
の
寺
僧
円
成
師
が
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
隠

居
屋
に
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
面
六
臂 ぴ

の
六
字
明
王
立
像
で
す
。
六
字
明
王
は
、
調
伏
や
息
災
を
祈
る
密
教
の
修
法
「
六

字
経
法
（
六
字
法
）」
の
本
尊
と
さ
れ
た
像
で
、
こ
の
修
法
は
平
安
時
代
末
期
の
院
政
期
、
白
河
・
鳥
羽
院
な
ど
の
周
辺
で
し
ば
し
ば

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
彫
刻
と
し
て
平
安
時
代
に
遡
る
国
内
唯
一
の
六
字
明
王
像
で
す
。
ほ
ぼ
等
身
大
の
像
で
、
菩
薩
形
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の
面
相
に
、
左
右
第
一
手
は
胸
前
に
構
え
て
印
を
結
び
、
ほ
か
四
本
の
手
に
後
補
の
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
持
物
を
執
っ
て
い
ま
す
。

条
吊

じ
ょ
う
は
く

を
左
肩
か
ら
右
脇
腹
へ
と
斜
め
に
懸
け
、
腰
下
に
裙 く

ん

と
腰
布
を
着
け
、
両
肩
に
天
衣

て

ん

ね

を
か
け
て
垂
ら
し
、
右
足
を
左
足
背
後
に

跳
ね
上
げ
、
左
足
一
本
で
立
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
度
の
保
存
修
理
で
は
、
後
補
の
彩
色
が
取
り
除
か
れ
、
構
造
や
保
存
状
態
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
檜

材
の
寄
木
造
で
、
頭
体
幹
部
は
正
中
線
で
矧 は

ぐ
左
右
二
材
か
ら

彫
出
し
、
内 う

ち

刳 ぐ

り
し
た
後
、
三
道

さ
ん
ど
う

（
首
の
し
わ
）
下
で
割
首
し

て
い
ま
す
。
両
肩
先
以
下
、
各
手
の
肘
及
び
手
首
先
、
左
足
先

を
そ
れ
ぞ
れ
矧
い
で
い
ま
す
が
、
右
足
先
は
本
体
と
同
材
か
ら

彫
出
し
て
い
ま
す
。
表
面
は
黒
漆
の
塗
布
が
部
分
的
に
認
め
ら

れ
、
当
初
は
漆
下
地
に
彩
色
を
施
し
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
後
補
部
は
冠
部
、

髻
も
と
ど
り

左
方
、
右
耳
朶

じ

だ

、
左
右
第
二
手

ほ
か
、
手
先
の
一
部
、
裙
裾
部
、
左
足
枘
枘 ほ

ぞ

な
ど
で
、
右
足
先

を
背
後
に
跳
ね
上
げ
る
な
ど
の
像
容
に
関
わ
る
主
要
部
に
当

初
材
を
残
す
良
好
な
保
存
状
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

写真９ 木造六字尊立像（右：修理前、左：修理後） 
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８ 

櫻
木
神
社 

祭
神
は
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
玉
依
姫
命
で
す
。
別
当
寺
は
西
蓮

さ
い
れ
ん

寺
、
祭
礼
は

八
月
十
五
日
で
す
。
仁
和
年
間
（
八
八
五
～
八
八
九
）、
桜
井
権
督

ご
ん
の
か
み

に
よ
っ
て
造

営
さ
れ
、
そ
の
後
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）、
西
蓮
寺
住
僧
で
権
督
の
後
裔
で
あ

る
沙
門
長
慶
が
、
寺
の
檀
家
で
同
じ
桜
井
連

公

む
ら
じ
の
き
み

の
子
孫
で
あ
る
乃
生

の

う

土
佐
守
義

照
と
復
興
造
営
を
行
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。 

江
戸
時
代
以
降
、
別
当
や
氏
子
に
よ
っ
て
寄
進
、
修
築
な
ど
が
頻
繁
に
行
わ
れ

て
お
り
、
特
に
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
本
殿
を
再
建
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
地
盤
の
崩
壊
と
白
蟻
被
害
に
よ
っ
て
再
度
の
再
建

が
必
要
に
な
り
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
本
殿
及
び
石
垣
が
造
営
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
幣
殿
、
拝
殿
の
再
建
、
別
当
寺
西
蓮
寺
の
再
建
な
ど
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
ま
で
修
築
が
相
次
ぎ
、
氏
子
の
寄

進
は
莫
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
に
な
る
と
、
神
社
神
道
の
復
興
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
上
多
肥
、
下
多
肥
両
村
の
氏

子
の
寄
進
に
よ
っ
て
随
身
門
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
随
身
の
鎮
座
の
式
典
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
下
多
肥
の
福

写真 10 櫻木神社 
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田
音
次
郎
は
こ
れ
を
嘆
い
て
、
春
日
村
の
伏
見
九
平
太
に
天
忍
日
命

あ
め
の
お
し
ひ
の
み
こ
と

、
天
津
久
米
命

あ
ま
つ
く
め
の
み
こ
と

の
二
柱
の
随
身
像
を
作
ら
せ
寄
進
し
、
明
治

十
七
年
（
一
八
八
四
）
九
月
に
鎮
座
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

神
社
社
叢
は
、
高
木
層
に
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
等
の
広
葉
樹
、
及
び
エ
ノ
キ
、
ム
ク
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、
ハ

ゼ
ノ
キ
等
の
夏
緑
樹
が
見
ら
れ
、
後
者
の
優
先
す
る
混
交
林
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
は
胸
高
幹
周
が
二
百
二
十

セ
ン
チ
も
あ
り
、
県
下
有
数
の
大
木
で
す
。「
櫻
木
神
社
の
森
」
と
し
て
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
香
川
県
指
定
自
然
記
念
物
（
県

み
ど
り
保
全
課
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

✿
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図４ 探訪地位置図 


